
 
 今回の東日本大震災の犠牲者の皆様に心からお悔やみを申し上げます。

そして、避難生活を余儀なくされているたくさんの皆様へ、少しでも早く

救援物資が届きますよう心からお祈り申し上げます。 
 この地震を受けて都内や東京近郊の落語会も次々に中止、または延期の

発表をしております。こんな時だから中止は当然だと思います。ですが、

‘こんな時だからこそ落語を聴いて笑いたかった、落語を聴いて暗い気持

ちを晴らしたかった’とおっしゃる方もいると思います。 
 私も笑いは、人間が生きていく上で必要なエネルギーだと考えています。

深刻な時こそ真剣に。暗い時こそ明るさを持って人間は生きていかなくて

はいけないと思っております。 
 でも今は、みんなで心と心の手を繋ぎ、共に耐え、励まし合い、そして

強い気持ちを持って日々の生活を送っていかなくてはと思います。 
 もう後には戻れません、皆さん一緒に前に進みましょう。 
 私は私に出来ることを最大限やっていくつもりです。 
  
 停電、余震、そして静岡などでも新たな地震も起きています。 
 今はとにかく自己管理と思いやりと笑いをもって生き抜きましょう！ 
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